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　COVID‒19に目を奪われがちですが，梅毒の感染増加がとまりません。2010年以降梅毒患者は増加傾
向にありましたが，COVID‒19がアウトブレイクした 2020年は若干減少したものの，2021年はまた上
昇に転じ全国で 8000名弱の感染が報告されました。今年はすでに 9月時点で 8000名を超え，現行の調
査が始まった 1999年以降で最多は確実とのことです。地域別に見ると東京都と大阪府およびその周辺の
地域からの報告が特に多く，大都市圏に集中する傾向があります。
　年齢別に見ると，男性は 20歳台から 50歳台まで幅広い年齢層にみられるのに対し，女性は特に 20歳
台前半に多く発症しています。かつては男性に多くみられましたが，近年は，女性患者が急増しており，
比率は 2：1程度にまでなっています。感染経路について男性は異性間性的接触が 6割，同性間性的接触
が 2割，女性では異性間性的接触が 8割ですが，性風俗産業が感染の温床になっていることが再び注目
されています。男性では性風俗産業の利用歴がある人が 4割近くに上り，女性では従事歴のある人が同
じ割合を示しています。一方で性風俗産業に関係ない感染者が男女ともに 3割程度いて，専門家はイン
ターネットを通じた不特定の人との性行為の増加を指摘しています。
　御存知の通り，梅毒は感染症法では全数把握対象疾患の 5類感染症に分類されていて，診断した医師
は 7日以内に管轄の保健所に届け出ることが義務づけられていますが，感染者数の増加を受けて厚労省
は 2019年 1月から梅毒の発生届の様式を変更しました。届出事項に「性風俗産業の従事歴・利用歴の有
無」「口腔咽頭病変」「妊娠の有無」「過去の治療歴」「HIV感染症合併の有無」が追加され，診断方法に
ついても PCR検査が新たに追加されたとのことです。私も不勉強だったのですが，梅毒の PCR検査に
ついて調べてみると 10年以上前から論文がみられ，皮膚病変のスワブによる PCR検査と血清抗体価を
比較すると，抗体検査では陰性であったが PCRは陽性であった例が相当数あり，抗体価上昇前の時期で
の早期診断が可能である一方，抗体陽性/PCR陰性例もあり，早期から抗菌薬服用歴のある治療先行例
ではその傾向があったとのことです。現時点ではPCR検査は早期診断に有効ですが感度的に抗体検査に
劣る場合があり，抗体検査の補助手段としての意義はありますが，陰性の場合の診断における信頼度は
まだ低いとの認識です。検査できる施設も限られており保険適用とはなっていないようです。
　治療はペニシリン系抗菌薬が第一選択で，アモキシシリンの経口投与や，神経梅毒ではベンジルペニ
シリンカリウムの点滴静注が日本性感染症学会により推奨されています。また梅毒の世界的な標準治療
薬であるベンジルペニシリンベンザチン筋注製剤が日本でも昨年承認され，今年の 1月から発売されま
した。本薬剤は梅毒のみの適応で，早期梅毒では単回投与で治療が終了しアドヒアランス低下の懸念が
なく，またこれまで耐性菌の報告がないことが利点ですが，薬価は少々お高めです。
　なお，梅毒は感染しても終生免疫は得られず再罹患する可能性があるとのことですので，COVID‒19
と同様一度かかれば大丈夫というわけでありません。
 （五十嵐敦之）
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